
JA広島総合病院／広報誌「せと」第27号 2010年（平成22年）1月29日（金曜日）発行

1

　

皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
年
末
か
ら
正
月
に
か
け
て
の
日
・
当
直

日
誌
に
目
を
通
し
ま
す
と
、
連
日
70
～
80
名

の
急
患
の
患
者
さ
ん
が
来
院
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
地
域
の
皆
様
の
安
心
・
安
全
に
対
す
る

当
院
の
役
割
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
し
て

お
り
ま
す
。

　

昨
年
、
当
院
で
は
院
長
、
事
務
長
が
交
代

し
、
長
年
功
績
の
あ
っ
た
心
臓
血
管
外
科
や

脳
神
経
外
科
の
部
長
が
退
職
す
る
と
い
う
大

き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
が
、
残
っ
た
ス
タ

ッ
フ
や
新
た
に
加
わ
っ
た
医
師
た
ち
に
よ
っ

て
こ
こ
ま
で
大
過
な
く
病
院
は
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
公
的
資
金
の
繰
り
入
れ
が
ほ
と
ん

ど
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
院
の
経
営
は

こ
の
16
年
間
黒
字
決
算
が
続
い
て
は
い
ま
す

が
、
こ
の
２
年
間
は
国
の
度
重
な
る
医
療
制

度
改
革
の
影
響
を
受
け
、
入
院
患
者
数
が
減

少
す
る
と
と
も
に
黒
字
幅
が
大
幅
に
減
少
し

て
お
り
、
安
定
し
た
病
院
運
営
の
た
め
に
は

新
た
な
方
策
を
打
ち
出
す
必
要
が
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
の
た
め
当
院
で
は
、
科
の
新
設
・
救

急
医
療
の
充
実
・
積
極
的
な
広
報
の
三
点
が

ま
ず
は
必
要
と
考
え
、
乳
腺
科
の
新
設
、
救

急
棟
の
新
築
、
市
民
公
開
講
座
開
催
な
ど
が

現
在
具
体
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
新
た
な

方
策
を
打
ち
出
し
な
が
ら
、
５
６
０
床
と
い

う
地
域
最
多
の
当
院
ベ
ッ
ド
数
を
有
効
に
活

用
し
て
病
院
経
営
の
安
定
を
図
り
、
地
域
の

皆
様
の
健
康
を
保
証
す
る
こ
と
が
、
当
院
の

至
上
命
題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

長
期
的
に
見
て
、
病
院
で
最
も
重
要
な
こ

と
は
人
材
の
育
成
、
人
材
確
保
に
尽
き
ま
す
。

当
院
で
は
脳
神
経
内
科
、
形
成
外
科
は
ま
っ

た
く
の
欠
員
で
あ
り
、
救
命
救
急
医
と
麻
酔

医
の
不
足
も
深
刻
で
す
。
こ
れ
ら
の
医
師
確

保
が
緊
急
の
課
題
と
言
え
ま
す
。
広
島
県
全

体
で
は
臨
床
研
修
医
は
20
％
増
加
し
た
中
で
、

来
年
度
の
臨
床
研
修
医
は
６
名
で
、
３
名
の

欠
員
と
な
り
ま
し
た
。
当
院
が
研
修
医
に
選

ば
れ
な
か
っ
た
原
因
を
早
急
に
検
討
・
反
省

し
、
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
医
師
の
再
教

育
や
資
格
取
得
の
た
め
に
病
院
と
し
て
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
広
島
県
全
体
で
１
８
０
０
人
の
看

護
師
が
不
足
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
当
院
の
ベ
ッ
ド
利
用
の
足
か
せ
の
原
因

の
一
つ
が
看
護
師
不
足
で
す
。
当
院
は
今
年

は
か
つ
て
な
い
規
模
で
あ
る
１
０
０
名
の
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
十
分
な
確
保

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
毎
年
50
名
以
上
の

看
護
師
が
退
職
し
て
い
る
現
状
を
考
え
て
も
、

看
護
師
の
労
働
環
境
の
改
善
、
教
育
体
制
の

整
備
が
焦
眉
の
課
題
と
言
え
ま
す
。

　

施
設
整
備
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、
約

７
億
円
を
か
け
た
三
階
建
て
救
急
棟
建
設
予

定
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
財
政
的
に
困
難
な
中

で
、
国
、
県
、
廿
日
市
市
、
大
竹
市
な
ど
か

ら
建
設
費
補
助
を
得
る
べ
く
努
力
し
て
い
ま

す
。
再
来
年
に
は「
地
域
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
県
に
認
可
さ
れ
る
見
込
み
で
す
が
、

こ
れ
に
よ
り
文
字
通
り
県
西
部
救
急
医
療
の

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
高
性
能
Ｍ
Ｒ

Ｉ
設
置
の
た
め
の
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

新
年
の
ご
挨
拶
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診
断
能
の
一
層
の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

厚
労
省
は
、
こ
の
10
年
間
誤
っ
た
国
民
医

療
費
の
将
来
予
測
に
基
づ
い
て
、
医
療
費
抑

制
政
策
を
続
け
て
き
た
結
果
、
現
在
の
医
療

崩
壊
と
い
わ
れ
る
惨
状
を
呈
す
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。
民
主
党
政
権
の
変
革
の
方
向
性

は
不
透
明
で
す
が
、
医
療
に
関
し
て
言
え
ば

医
療
へ
の
政
府
の
考
え
方
に
少
し
ず
つ
変
化

が
み
え
て
い
ま
す
。
僅
か
０
．１
９
％
と
は
い

え
、
10
年
ぶ
り
の
診
療
報
酬
プ
ラ
ス
改
定
や
、

医
学
部
入
学
定
員
を
昨
年
よ
り
３
６
０
人
増

の
８
８
４
６
人
に
す
る
な
ど
の
施
策
に
そ
れ

が
見
て
取
れ
ま
す
。
労
働
人
口
の
20
％
が
医

療
・
福
祉
分
野
で
働
く
福
祉
国
家
デ
ン
マ
ー

ク
ま
で
の
道
は
遙
か
で
す
が
、
日
本
史
上
は

じ
め
て
の
福
祉
国
家
へ
の
方
向
転
換
の
兆
し

は
わ
れ
わ
れ
を
勇
気
づ
け
て
く
れ
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
時
代
に
な
っ
て
も
医
療
者
の

取
り
組
む
心
、
姿
勢
が
正
し
い
こ
と
が
基
本

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
10
年
、
薬
害
問
題
、
医
療
事
故
、
救
急

医
療
な
ど
に
対
し
て
国
民
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら

医
療
界
は
激
し
い
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
辛
い
経
験
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な

く
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
地
域
住
民
の
皆
様
に
働

き
か
け
、
患
者
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
医
療

を
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
何
故

な
ら
、
国
民
の
医
療
へ
の
理
解
が
不
十
分
で

あ
っ
た
こ
と
が
、＂
医
療
の
失
わ
れ
た
10
年
〟

の
原
因
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
私
た
ち
は

積
極
的
に
情
報
を
公
開
し
、「
他
ノ
為
ニ
生
ジ

テ
己
レ
ノ
為
ニ
セ
ズ
、是
即
医
業
ノ
本
体
」（
医

戒
よ
り
）
と
い
う
先
人
の
言
葉
を
噛
み
し
め
、

医
療
は
患
者
さ
ん
と
の
共
同
作
業
で
あ
る
こ

と
を
肝
に
命
じ
て
今
年
一
年
邁
進
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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外
科
は
現
在
８
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。
消
化
器
疾
患
（
食
道

か
ら
肛
門
）、肝
胆
膵
疾
患
（
肝
臓
、胆
道
、

膵
臓
）、
内
分
泌
疾
患
（
甲
状
腺
、
乳
腺

な
ど
）、
各
種
ヘ
ル
ニ
ア
疾
患
（
鼠
径
、

腹
壁
な
ど
）
を
中
心
と
し
て
幅
広
い
疾
患

の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
悪
性
疾
患
で

は
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
に
お
い
て
腹
腔

鏡
下
（
補
助
下
）
手
術
を
導
入
し
、
こ
れ

ま
で
は
お
腹
を
大
き
く
切
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
患
者
さ
ん
も
、
場
合
に
よ
っ

て
は
小
切
開
と
数
カ
所
の
手
術
創
だ
け
し

か
残
ら
な
い
手
術
が
可
能
と
な
り
ま
し
た

（
詳
細
は
担
当
医
に
ご
確
認
下
さ
い
）。
大

腸
の
腹
腔
鏡
手
術
は
２
０
０
２
年
に
開
始

し
、
２
０
０
８
年
に
は
１
０
０
０
件
を
越

え
、
胃
の
腹
腔
鏡
手
術
は
２
０
０
５
年
に

開
始
し
、件
数
を
増
や
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

鏡
視
下
手
術
（
胸
腔
鏡
、
腹
腔
鏡
）
の
進

歩
は
め
ざ
ま
し
く
、
今
後
は
対
象
と
す
る

疾
患
の
拡
大
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
食
道

が
ん
は
化
学
療
法
（
抗
が
ん
剤
治
療
）、

放
射
線
療
法
を
併
用
し
た
治
療
を
行
い
、

胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
で
も
進
行
が
ん
の
場

合
に
は
化
学
療
法
を
併
用
し
た
治
療
を
行

っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
可
能
と
判
断
し

た
場
合
に
は
積
極
的
に
手
術
を
行
っ
て
い

ま
す
。
肝
臓
が
ん
は
腫
瘍
の
大
き
さ
、数
、

場
所
お
よ
び
肝
臓
の
機
能
（
肝
予
備
能
）

を
考
慮
し
、
個
々
に
応
じ
た
治
療
方
針
を

立
て
て
い
ま
す
し
、
転
移
性
肝
が
ん
（
特

に
大
腸
が
ん
の
転
移
）
に
対
し
て
は
化
学

療
法
を
併
用
し
積
極
的
な
肝
切
除
術
を
行

っ
て
い
ま
す
。
胆
道
が
ん
・
膵
が
ん
は
進

行
し
て
発
見
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
治
癒

が
困
難
な
疾
患
で
す
が
手
術
、化
学
療
法
、

放
射
線
療
法
を
組
み
合
わ
せ
て
治
療
を
行

っ
て
い
ま
す
。
乳
が
ん
は
１
９
９
１
年
か

ら
乳
房
温
存
手
術
（
乳
房
を
切
除
せ
ず
に

残
す
手
術
）
に
取
り
組
み
、
術
前
・
術
後

化
学
療
法
、
ホ
ル
モ
ン
療
法
、
放
射
線
療

法
を
組
み
合
わ
せ
て
治
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
近
年
、
乳
が
ん
患
者
さ
ん
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
べ
く
２
０
１
０
年
４
月
か
ら
乳
腺
専
門

外
来
を
開
設
す
る
予
定
で
す
。
良
性
疾
患

で
は
胆
嚢
疾
患
（
胆
石
症
、
胆
嚢
炎
、
胆

嚢
腺
筋
症
な
ど
）
は
腹
腔
鏡
手
術
を
標
準

治
療
と
し
年
間
１
０
０
件
以
上
を
行
っ
て

い
ま
す
し
、
各
種
ヘ
ル
ニ
ア
疾
患
に
つ
い

て
も
年
間
１
０
０
件
以
上
を
行
っ
て
い
ま

す
。
当
科
は
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と

し
て
、
が
ん
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

た
医
療
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て
、
消
化
管
穿
孔
、
腸
閉

塞
、
急
性
虫
垂
炎
（
い
わ
ゆ
る
「
盲
腸
」）

な
ど
の
緊
急
手
術
に
も
対
応
し
て
い
ま

す
。
２
０
０
７
年
の
総
手
術
件
数
は
８
８

７
件
（
２
０
０
８
年
は
９
１
４
件
）
で
あ

り
、
内
訳
は
、
悪
性
疾
患
で
は
食
道
が
ん

９
例
、
胃
が
ん
85
例
、
大
腸
が
ん
（
直
腸

が
ん
を
含
む
）
１
１
８
例
、肝
が
ん
11
例
、

胆
道
が
ん
６
例
、
膵
が
ん
７
例
、
乳
が
ん

60
例
、
甲
状
腺
が
ん
８
例
な
ど
、
良
性
疾

患
で
は
胆
嚢
疾
患
１
３
０
例
、
ヘ
ル
ニ
ア

疾
患
１
４
４
例
、
急
性
虫
垂
炎
77
例
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。
検
査
、
診
療
、
手
術

に
お
い
て
は
十
分
な
説
明
を
行
い
、
ご
理

解
い
た
だ
い
た
上
で
施
行
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
し
、セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン（
他

施
設
へ
の
受
診
）
に
も
対
応
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
遠
慮
無
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ま
に
満
足
い
た
だ
け
る
医
療
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

診
療
科
紹
介

外

科

病院長
福田　康彦

副部長
上神慎之介

主任部長
中光　篤志

桒田　亜希

主任部長代理
今村　祐司

藤解　邦生

部長
香山　茂平

垰越　宏幸
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心
臓
に
栄
養
を
供
給
す
る
血
管
の
こ
と
を

冠
動
脈
と
い
い
ま
す
が
、
動
脈
硬
化
に
よ
っ

て
冠
動
脈
が
狭
く
な
り
労
作
時
に
胸
痛
な
ど

の
症
状
が
で
る
病
気
が
狭
心
症
、
ま
た
閉
塞

す
る
病
気
が
心
筋
梗
塞
で
す
。
近
年
、
虚
血

性
心
疾
患
（
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
）
が
生
活

習
慣
の
欧
米
化
に
伴
っ
て
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
の
診
断
は
、
今
ま
で

は
腕
や
大
腿
の
動
脈
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
（
細

い
管
）
を
挿
入
し
て
血
管
の
狭
窄
を
調
べ
る

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
が
主
流
で
、
入
院
で

行
う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
高
性
能
の
Ｃ
Ｔ
装
置
を
使
っ
た
検

査
（
心
臓
Ｃ
Ｔ
）
で
は
造

影
剤
を
腕
の
静
脈
か
ら
注

入
し
て
冠
動
脈
の
狭
窄
を

診
断
す
る
方
法
で
、
検
査

時
間
も
約
20
分
程
度
と
短

く
外
来
で
検
査
が
で
き
ま

す
。
当
院
で
は
平
成
17
年

よ
り
他
施
設
に
先
駆
け
て

最
新
の
64
列
Ｃ
Ｔ
装
置
を

導
入
し
て
冠
動
脈
の
評
価

を
行
っ
て
い
ま
す
（
平
成

21
年
：
６
２
５
件
）。

　

心
臓
Ｃ
Ｔ
は
、
95
％
以

上
の
症
例
で
冠
動
脈
の
評

価
が
可
能
で
、
そ
の
信
頼

性
も
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検

査
に
匹
敵
す
る
レ
ベ
ル
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
不
整

り

検
査
室
だ
よ

脈
ま
た
は
冠
動
脈
壁
に
大
き
な
石
灰
化
が
あ

る
症
例
で
は
評
価
が
困
難
な
場
合
も
あ
り
ま

す
。
現
在
で
は
冠
動
脈
壁
の
動
脈
硬
化
の
性

状
評
価
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
虚
血
性
心

疾
患
の
診
断
・
治
療
方
針
決
定
・
予
防
に
大

変
有
用
な
検
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
を
発
症
す

る
リ
ス
ク
の
高
い
人
に
対
し
て
心
臓
Ｃ
Ｔ
を

施
行
す
る
こ
と
で
、
冠
動
脈
壁
の
動
脈
硬
化

の
程
度
を
早
期
に
診
断
し
、
投
薬
や
生
活
習

慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
虚
血
性
心
疾
患
の
発

症
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

図：64 列心臓 CT を用いた冠動脈の狭窄部評価（太矢印：左冠動脈前下行枝の重度狭窄部） 
A心臓カテーテル検査でみた狭窄部　　B CT 立体画像でみた狭窄部
C左冠動脈を縦断面像でみた狭窄部
D左冠動脈横断面像でみた狭窄部分
　上段： C−① , ② , ③矢印部分の横断面像　下段：動脈硬化部分が黄～青色で表現されてます

A ⬇

回旋枝

回旋枝

左冠動脈
前下行枝 左冠動脈

前下行枝①②③

③②①

左冠動脈
前下行枝

⬇

⬇

扌扌扌

C

B
D

心
エ
コ
ー
検
査
は
、

　

①
心
電
図
異
常

　

②
心
雑
音
が
あ
る
場
合

　

③
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
異
常

　

④
胸
痛
・
動
悸
・
手
足
の
む
く
み
・
息
苦

　
　

し
い
な
ど
の
自
覚
症
状
が
あ
る
場
合

　

⑤
心
筋
梗
塞
や
弁
の
異
常
な
ど
の
経
過
観
察

　

⑥
手
術
前
の
心
臓
機
能
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
検
査
は
、

　

・
心
臓
の
形
態
（
形
態
異
常
、
心
臓
肥
大
）

　・
動
き
の
異
常
（
心
不
全
）

　・
血
流
の
異
常
（
心
臓
弁
膜
症
な
ど
）

を
診
断
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど

の
心
臓
病
の
病
状
把
握
が
可
能
で
す
。
こ
こ

数
年
は
、
小
児
科
を
含
め
て
年
間
５
０
０
０

例
を
施
行
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
超
音
波
を
使
用
し
ま
す
の
で
放
射

線
被
曝
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
腹
部
エ
コ

ー
と
異
な
り
食
事
制
限
等
の
前
準
備
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
の
で
外
来
で
簡
単
に
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
検
査
時
間
は
、
20
～
30
分
程

度
で
終
了
し
ま
す
。
予
約
検
査
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
の
状
態
に
応
じ
て
、

緊
急
検
査
も
施
行
し
て
い
ま
す
。

︿
最
近
の
話
題
﹀　

　

こ
れ
ま
で
は
、
二
次
元
画
像
で
の
評
価
で

し
た
が
、
近
々
、
実
時
間
（
リ
ア
ル
タ
イ
ム
）

で
の
立
体
表
示
機
能
（
４
Ｄ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
）

を
有
す
る
Ｇ
Ｅ
社
製
心
エ
コ
ー
診
断
装
置
に

更
新
予
定
で
す
。（
写
真
右
側
）

　

こ
の
装
置
は
、
心
臓
の
形
態
を
直
感
的
に

判
断
で
き
る
画
像
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
心
臓
血
管
外
科
や

循
環
器
内
科
の
医
師
に
は
病
態
把
握
や
治
療

方
針
決
定
の
た
め
に
、
心
臓
疾
患
の
あ
る
患

者
さ
ん
や
御
家
族
の
方
々
に
は
病
気
の
事
を

理
解
す
る
た
め
に
有
用
で
す
。

心
臓
超
音
波

　
　
　
　検
査
っ
て
？

（
心
エ
コ
ー
）

冠
動
脈
を
64
列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
で
み
る
!

《
心
臓
Ｃ
Ｔ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
）
に
つ
い
て
》

（画像提供：GE 社）
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各
科
外
来
診
察
予
定
表

平成 22.１.１現在

※整形外科の初診は手術の都合により変更する場合があります。
※各担当医師については、急な手術、出張等により代診・休診とさせていいただく場合がありますのでご了承ください。

診療科　　　　　　　　　　　　　  曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

内
科

（呼吸器）

初　 診
8：30～11：00

再　 診
8：30～11：30
（予約再診を除く）

初　診 櫻　井 近　藤 古　玉

再　診 櫻井・近藤 櫻井・古玉 近　藤

（循環器）
初　診 前　田 藤井・辻山 三　玉 對　馬 ト　部

再　診 藤井・三玉 前田・對馬 ト　部 辻山・前田 藤井・辻山
三玉

（腎・膠原病）

初　診 倉　恒 門　前 平　林

再　診 平林・門前 平　林 倉　恒

午後診療
13：30～15：30

CAPD 外来
平林・倉恒
門前

CAPD 外来
平林・倉恒
門前

（糖尿病代謝）

初　診 石田（和） 岸　本 一　町

再　診 岸　本 石田（和）
岸本・一町

石田（和）
一町

石田（和）
岸本 一　町

午後診療
13：30～15：30

岸　本
（予約再診）

石田（和）
（予約再診）

（消化器）
初　診 小松・浅本 石田（邦）・菅 徳　毛 中原（隆） 中原（春）

再　診 徳　毛 小松
中原（隆）

石田（邦）
中原（春） 小　松 石田（邦）

浅本・菅

小 児 科

8：30～11：00 初再診 中畠・塩手 中畠・古井 古井・塩手 中畠・塩手 中畠・古井

14：00～15：00 午後診療 慢性疾患
腎・肝炎・喘息等

予防接種
心臓・乳児検診
（1才半から第 2・第 4火曜）

慢性疾患
腎・肝炎・喘息等

乳児検診
（要予約）

外 科 8：30～11：00
（再診は予約制） 初再診 中光・香山

垰越
福田（再診のみ）
今村・藤解

中光・上神
桒田

香山・藤解
垰越

今村・上神
桒田

心 臓 血 管 外 科 8：30～11：00 初再診 手術日 川本・濱石 手術日 濱　石 川本・小林

整 形 外 科

8：30～10：00
（原則予約制） 初　診 藤本（吉）

平松・宇治郷 山　田 金沢・古高

8：30～11：00
（原則予約制） 再　診 金　沢 藤本（吉） 平松・山田

宇治郷

脳 神 経 外 科
初　 診

8：30～11：00
（木曜の初診は10 時迄）
再　診

8：30～11：30

初再診 黒　木 髙　安 黒　木 湯　川 湯　川

再　診 湯　川 黒　木 髙　安 黒　木

呼 吸 器 外 科 8：30～11：30
（木曜は手術のため休診） 初再診 渡 渡 渡 手術日 松　浦

産 婦 人 科
8：30～11：00

初　診 藤本（英） 三好 吉川・中前 佐　野 中　西

再　診 佐野・三好
中前

藤本（英）
中西・佐野 中西・佐野 中西・三好

藤本（英）
藤本（英）
三好・中前

14：00～15：00 午後診療 予約診療 予約診療

皮 膚 科
初診8：30～ 10：00
再診 8：30～ 11：00 初再診 森川・亀頭

木矢
森川・亀頭
木矢

森川・亀頭
木矢

森川・亀頭
木矢

森川・亀頭
木矢

15：30～16：00 午後診療 特殊外来

泌 尿 器 科 8：30～11：00
初　診 望月

石田（吉） 小深田 小深田・岡 望月
石田（吉） 小深田・岡

再　診 岡 望月
石田（吉） 石田（吉） 小深田 望　月

初 診 再 診 午後診療

よく確
かめて

おいで
下さい
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診療科　　　　　　　　　　　　　  曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

眼 科 8：30～10：00 初再診 二井
田中（文）

二井
田中（文）

二井
田中（文）

二井
田中（文）

二井
田中（文）

耳 鼻 咽 喉 科

8：30～10：00 初　診 兼　見 水　野 兼　見 水　野 横　江

8：30～11：30 再　診 水　野 兼見・横江 水野・横江 兼見・横江 兼見・水野

午後診療 月曜（アレルギー）（15：30～16：00）　第2・4月曜 補聴器（13：00～16：00 予約制）
（医師は交替制）

歯 科 口 腔 外 科
8：30～11：00 初再診 原田 原田 原田 原田 原田

14：00～16：00 午　後 手術日 外来手術日
（予約制） 手術日 外来手術日

（予約制）
特殊外来
（予約制）

精神科心療内科 病　棟　診　療　の　み

麻 酔 科
8：30～11：00
（再診は11：30まで） 初再診 松　本 中　尾 小林・松本 松　本 中　尾

術前診療 中　尾 新　澤 早　瀬 小　林 早　瀬

画 像 診 断 部 8：30～11：00 初再診 藤川・鈴木 藤川・海地
太刀掛 藤川・土田 藤川・鈴木 藤　川

太刀掛

放 射 線 治 療 科
初　診

8：30～11：00
再　診

8：30～12：00

初再診 幸 桐　生 幸 桐　生 幸

再　診 桐　生 幸 桐　生 幸 桐　生

　

当
院
で
は
平
成
21
年
７
月
よ
り
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

に
「
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
場
所

は
東
棟
２
階
の
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
地
域
医
療
連

携
室
）
の
相
談
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。
当
サ
ロ
ン
は
、
対

象
を
地
域
の
が
ん
患
者
・
家
族
と
し
て
「
が
ん
」
に
対
す

る
不
安
や
生
活
上
の
問
題
点
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
同
士
で
お
互

い
を
理
解
し
尊
重
し
合
う
事
に
よ
り
問
題
解
決
を
図
り
な

が
ら
、
最
良
な
が
ん
治
療
を
受
け
ら
れ
る
事
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ス
タ
ッ
フ
は
看
護
師
や
相
談
員
を
中
心
に
、
必

要
に
応
じ
て
医
師
や
認
定
看
護
師
、
薬
剤
師
な
ど
も
参
加

し
、
幅
広
い
相
談
を
行
え
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
で
は
、
自
由
な
話
し
合
い
の
場
の
他
に
、
が
ん

に
関
連
す
る
学
習
会
を
第
４
週
目
に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
、
医
療
費
の
仕
組
み
や
抗
が
ん
剤
、
食
事
療
法
、

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
様
々
な
企
画
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
患
者
さ
ん
の
希
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
皆
さ
ん

の
意
見
を
頂
戴
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
希
望
テ
ー
マ
等
あ

り
ま
し
た
ら
、
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
地
域
医
療
連

携
室
）
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

︻
今
後
の
学
習
会
予
定
︼

２
月
：
が
ん
と
介
護
保
険

３
月
：
痛
み
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

４
月
：
抗
が
ん
剤
の
副
作
用

　
　
　
（
し
び
れ
に
つ
い
て
）

５
月
：
が
ん
の
治
療
費
に
つ
い
て

　
　
　
～
診
療
報
酬
改
定
を
受
け
て
～

※
詳
細
は
院
内
の
掲
示
や
、

　
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
東
棟
２
階
・
地
域
医
療
連
携
室
）

私
た
ち
は
人
間
愛
に
基
づ
い
た

医
療
を
実
践
し
地
域
社
会
に
貢

献
し
ま
す
。

︻
基
本
方
針
︼

１.

地
域
の
医
療
機
関
と
密
接
に
連
携
し
た

医
療
を
提
供
し
ま
す
。

２.

医
療
の
安
全
性
を
高
め
安
心
で
き
る
チ

ー
ム
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

３.

最
新
の
知
識
と
技
術
を
習
得
し
質
の
高

い
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

４.

説
明
と
同
意
に
基
づ
き
人
権
を
尊
重
し

た
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

１.

あ
な
た
は
、
個
人
的
な
背
景
の
違
い
や

病
気
の
性
質
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
必

要
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２.

あ
な
た
は
、
医
療
の
内
容
、
そ
の
危
険

性
お
よ
び
回
復
の
可
能
性
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
十
分
な
納
得
と
同
意
の
う

え
で
適
切
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

３.

あ
な
た
は
、
今
受
け
て
い
る
医
療
の
内

容
に
つ
い
て
ご
自
分
の
希
望
を
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４.

あ
な
た
の
医
療
上
の
個
人
情
報
は
保
護

さ
れ
ま
す
。

５.

あ
な
た
に
研
究
途
上
に
あ
る
治
療
を
お

す
す
め
す
る
場
合
に
は
、
治
療
の
内
容

や
従
来
の
治
療
方
法
と
の
違
い
な
ど
に

つ
い
て
、
前
も
っ
て
十
分
な
説
明
を
し

ま
す
。

患
者
さ
ん
の
権
利

J
A
広
島
総
合
病
院
基
本
理
念

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
の
ご
案
内

内科

吹抜

高圧
酸素

産婦人科

外科

小児科 眼科

皮膚科

耳鼻科 心臓
エコー室

糖尿病
教室 指導室

管理棟2階

エスカレーター

階段

階段階段 臨床工学科
理
容
室

階段

地
域
医
療
連
携
室 CPU

病理検査

泌尿器科採尿
トイレ

尿検
査室

精神科・
心療内科

健康管理センター

中央
採血室

階
段

点
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昨
年
12
月
３

日
～
７
日
の
５

日
間
、
ベ
ト
ナ

ム
・
ホ
ー
チ
ミ

ン
（
旧
サ
イ
ゴ

ン
）
市
で
開
催

さ
れ
た
第
15
回

ベ
ト
ナ
ム
脊
椎

外
科
学
会
に
、
会
長
の
フ
ォ
ー
・
バ
ン
・

タ
ン
教
授
に
招

し
ょ
う
へ
い聘さ

れ
、
麻
酔
科
の
中
尾

正
和
医
師
、
当
科
の
藤
本
吉
範
、
山
田
清

貴
、
平
松 

武
、
古
高
慎
司
医
師
、
研
修

医
の
高
田
菜
々
子
医
師
の
７
名
が
参
加

い
た
し
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　

12
月
３
日
（
木
）
午
前
９
時
に
中
華
民

航
機
で
広
島
空
港
を
離
陸
、
台
湾
を
経
由

し
午
後
５
時
に
ホ
ー
チ
ミ
ン
国
際
空
港

に
到
着
し
ま
し
た
。
迎
え
の
ワ
ゴ
ン
車
か

ら
市
内
を
眺
め
て
い
る
と
、
ホ
ン
ダ
製
の

バ
イ
ク
集
団
が
車
道
か
ら
溢
れ
歩
道
を

走
っ
て
い
る
風
景
に
ま
ず
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
は
バ
イ
ク
事
故
は

非
常
に
多
く
、「
ホ
ン
ダ
・
ア
ク
シ
デ
ン

ト
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
注

意
深
く
観
察
す
る
と
ほ
と
ん
ど
の
バ
イ

ク
は
中
国
製
の
偽
ホ
ン
ダ
で
し
た
。
日
本

製
ホ
ン
ダ
は
高
値
の
た
め
な
か
な
か
買

え
な
い
よ
う
で
す
。
開
高 

健
が
朝
日
新

聞
社
特
派
員
時
代
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の

取
材
の
た
め
定
宿
と
し
て
い
た
マ
ジ
ェ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
テ
ル
に
到
着
。
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
を
済
ま
せ
、
さ
っ
そ
く
ホ
テ
ル
の

目
の
前
に
悠
久
と
し
て
流
れ
る
サ
イ
ゴ

宇う

治じ

郷ご
う　

諭
さ
と
し

ン
河
に
浮
か
ぶ
船
上
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の

歓
迎
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
人

医
師
達
と
地
ビ
ー
ル「
３
３
３（
バ
ー
バ
ー

バ
ー
）」
を
「
ヨ
ー
ッ
」
と
い
う
ベ
ト
ナ

ム
式
の
乾
杯
音
頭
で
飲
み
交
わ
し
、
広
島

総
合
病
院
と
ベ
ト
ナ
ム
医
師
の
親
睦
を
深

め
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

12
月
４
日
（
金
）、
第
15
回
ベ
ト
ナ
ム

脊
椎
外
科
学
会
。
す
べ
て
英
語
に
よ
る
講

演
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
開
催
で
あ
る
こ
と
か

ら
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
演
者
も
わ
か
り
や

す
く
話
そ
う
と
努
力
し
て
い
ま
し
た
。
藤

本
、
中
尾
、
山
田
医
師
が
講
演
、
流
暢
な

英
語
発
表
、
質
疑
応
答
に
も
的
確
な
返

答
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
英
語
の
重
要

性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
夜
の
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
、
高
田
菜
々
子
医
師
は
ア
オ

ザ
イ
を
身
に
ま
と
い
参
加
者
の
目
を
釘

付
け
に
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
藤
本
医

師
は
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
曲
を
披
露
し
て
会

場
を
沸
か
せ
、
翌
日
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
女

性
医
師
達
よ
り
「
ド
ク
タ
ー
・
ビ
ー
ト
ル

ズ
」
と
親
し
み
を
込
め
て
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
５
日
（
土
）
午
前
４
時
起
床
、
早

朝
６
時
の
飛
行
機
で
ホ
ー
チ
ミ
ン
の
北

に
あ
る
ニ
ャ
チ
ャ
ン
へ
移
動
。
カ
ン
・

フ
ォ
ア
総
合
病
院
が
主
催
す
る
第
１
回

国
際
脊
椎
外
科
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加

し
ま
し
た
。
同
総
合
病
院
の
神
経
外
科

医Tran H
oang M

anh

医
師
と
手
術

症
例
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
、
手
術
適

応
・
手
技
に
は
わ
れ
わ
れ
と
大
き
な
相
違

第
15
回
ベ
ト
ナ
ム
脊
椎
外
科
学
会
報
告
記

体
外
衝
撃
波
結
石
破
砕
装
置
更
新
の
お
知
ら
せ

・
水
が
直
接
身
体
に
触
れ
な
い
（
代

わ
り
に
ゼ
リ
ー
を
使
用
し
ま
す
）

・
下
部
尿
管
の
結
石
で
も
仰
向
け
の

ま
ま
治
療
が
で
き
る
（
以
前
は
う

つ
伏
せ
で
施
行
し
て
い
ま
し
た
）

・
結
石
が
壊
れ
や
す
く
、
治
療
回
数

が
大
幅
に
減
少
（
１
、
２
回
で
壊

れ
る
症
例
が
明
ら
か
に
増
加
）

・
Ｘ
線
装
置
の
性
能
が
良
く
な
り
結

石
に
焦
点
が
合
い
や
す
い
だ
け
で

な
く
、
途
中
で
壊
れ
て
い
る
の
が

分
か
り
や
す
く
な
っ
た

　

今
後
も
よ
り
質
の
高
い
医
療
が
提

供
出
来
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
何

卒
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

尿
路
結
石
は
10
人
に
１
人
が
生
涯

に
１
度
は
罹
患
す
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
食
事
の
欧
米
化
、
高
齢
者
の
感

染
結
石
の
増
加
な
ど
も
あ
り
年
々
増

え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
尿

路
結
石
は
再
発
し
や
す
い
病
気
で

す
。
治
療
は
昔
の
よ
う
に
お
腹
を

切
っ
て
取
り
出
す
こ
と
な
く
、
殆
ど

の
方
は
外
来
で
体
外
衝
撃
波
結
石
破

壊
装
置
に
て
治
療
で
き
ま
す
。
当
院

に
お
き
ま
し
て
は
２
０
０
８
年
の
１

年
間
で
１
３
８
症
例
と
や
や
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
当
院
に
最
新
鋭
の
ド
イ

ツ
・
ド
ル
ニ
エ
社
製
、
デ
ル
タ
Ⅱ

フ
ァ
ー
サ
イ
ト
と
い
う
体
外
衝
撃
波

結
石
破
壊
装
置
（
Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｌ
）
が
導

入
さ
れ
、
２
０
０
９
年
11
月

11
日
よ
り
稼
動
し
て
お
り
ま

す
。

　

ド
ル
ニ
エ
社
の
Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｌ

は
国
内
シ
ェ
ア
33
％
、
世
界

シ
ェ
ア
40
％
と
国
内
海
外
と

も
に
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
で
す
の

で
、
信
頼
性
も
高
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
当
院
に
あ
り
ま

し
た
Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｌ
と
の
違
い
を

列
挙
し
ま
す
。

が
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
夜
の
歓

迎
会
で
は
市
長
、
保
健
所
所
長
、
病
院
長

等
の
現
地
Ｖ
Ｉ
Ｐ
と
政
治
的
交
流
を
果

た
し
ま
し
た
。
宿
泊
ホ
テ
ル
は
東
シ
ナ
海

に
面
し
た
高
級
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
、
多
国

籍
の
ド
ク
タ
ー
達
と
の
連
日
の
外
交
に

い
さ
さ
か
疲
労
し
、
波
の
音
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に

熟
睡
し
ま
し
た
。

　

12
月
６
日
（
日
）
夕
刻
、
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
へ
空
路
移
動
。
そ
の
日
は
サ
ッ
カ
ー
の

国
際
試
合
で
ベ
ト
ナ
ム
代
表
が
ミ
ャ
ン

マ
ー
代
表
に
勝
利
し
た
た
め
、
バ
イ
ク
に

乗
っ
た
若
者
が
大
挙
し
て
街
の
通
り
を

埋
め
尽
く
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
数
は
数

万
人
は
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
情
熱
的

な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
肌
で
感
じ
ま
し

た
。

　

12
月
７
日
（
月
）、
最
終
日
。
今
回

は
非
常
に
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

あ
っ
た
め
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
内
に
あ
る
ベ

ト
ナ
ム
最
大
の
整
形
外
科
病
院
で
あ
る

ホ
ー
チ
ミ
ン
整
形
外
科
・
外
傷
外
科
病
院

を
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
病
院
は
ベ
ト
ナ
ム
全
土
か
ら
貧

し
い
患
者
さ
ん
が
集
ま
っ
て
く
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
あ
り
、
外
傷
だ

け
で
も
毎
週
40
例
程
度
の
手
術
を
行
っ

て
い
ま
す
。是
非
、コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
方
々

と
再
訪
し
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
滞
在
中
に
迷
惑

を
お
か
け
し
た
諸
先
生
方
、
日
本
で
一
人

留
守
番
を
し
て
い
た
だ
い
た
金
沢
医
師
に

こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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　皆さんは治験という言葉をご存知でしょうか。私たちは病気になったり怪我をすると「くすり」を注射したり飲んだりします。
「くすり」を用いた治療や予防は近年目覚しい進歩を遂げていますが、もちろん全ての病気が制圧されたわけではありません。
今も健康や生活の質を脅かすさまざまな病気があり、それらに有効な新しい「くすり」を待ち望んでいる方がたくさんおられ
ます。
　開発の専門家たちは化学合成品や植物・土壌中の菌などから「くすりの候補になりそうなもの」を探し出し、試験管内や動
物実験で効果や安全性が高いと予測される「くすりの候補」を作ります。しかし実際に予想通りの結果が動物などで得られ
ても、それだけで人に使用するわけにはいきません。人で試用して、効果があるか（有効性）、副作用の問題はないか（安全性）
などを確認しなければ、本当によい「くすり」かどうか見極めることはできません。このように「くすりの候補」の開発の最
終段階では、健康な人や患者さんの協力を得て、人での効果と安全性を調べることがどうしても必要になります。こうして得
られた成績を国が審査して、病気の治療に必要で、かつ安全に使っていけると承認されたものが「くすり」となります。人に
おける試験を一般に「臨床試験」といいますが、「くすりの候補」を用いて治療を行いながら国の承認を得るための成績を集
める臨床試験は、特に「治験」と呼ばれています。
　「治験」はどこの医療機関でも行えるものではありません。「医薬品の臨床試験の実施の基準に関する省令」という規則に
定められた要件を満たす病院だけが選ばれます。その要件とは 

　　●医療設備が充分に整っていること 
　　●責任を持って治験を実施する医師、薬剤師等がそろっていること 
　　●治験の内容を審査する委員会が機能していること 
　　●緊急の場合には直ちに必要な治療、処置が行えること 

であり、開発に当たる製薬メーカーはこの条件を満たす施設の中から、症例数が多く治験データが集まる医療機関に治験を委
託します。つまり委託医療機関は一定以上の治療水準があり、その疾患をたくさん診て経験豊かだということを示しているの
です。
　委託を受けると、院内の治験委員会に諮られ、その承認があれば「治験」が開始されます。治験はそれによって得られるデ
ータの信頼性を確保すると共に、被験者（患者さん）の人権を守るために、 ＧＣＰ（医薬品の臨床試験の実施基準）という厳
格なルール（法律）の下に、科学的かつ倫理的に実施することが義務付けられています。治験委員会は医師や薬剤師などの医
療専門家、事務系スタッフのみならず院外の有識者（病院と利害関係がない方々）から構成され、治験の進行を審査および監
視します。治験委員会は大きな権限を持ち、科学的・倫理的に重大な問題が発生すれば治験の中止を命じる場合もあります。
　治験に参加する被験者には、参加する治験の内容、それから得られる利益や不利益、副作用が発現するリスク、治験薬を用
いない場合の治療方法などについて、十分な説明を受ける権利があります。その上で十分理解と納得が得られれば、文書にて
同意（インフォームド・コンセント）していただきます。また、治験への参加はいつでも理由なく辞退することができ、辞退に
よる不利益を被らないことも保証されています。さらに治験に参加されている途中に、他の被験者に副作用などが生じた場合
はきちんと説明され、治験への継続参加の意思が確認されます。もちろん副作用による健康被害の治療及び後遺症に対しては、
十分な補償（医療または金銭の提供）が行われます。カルテ等には名前や住所などが記載されていますが、外部にデータとし
て送る場合は暗号化されるので氏名などが特定されることはなく、プライバシーは厳重に保護されます。もし治験の結果、重
篤な副作用が発現するなど安全性に問題があったり、治療効果が認められなかった場合には、当然、医薬品（くすり）として
認められることはなく、開発は中止となります。
　このように皆さんが医療機関を選ぶ場合、治験委託機関であるかどうかは選択条件の大きなポイントになります。当院は以
前より治験を行ってきましたが、今後さらに充実した治験を行い、選ばれる病院であり続けたいと努力しているところです。現
在どのような治験が行われているのか、また治験委員会で審議された概要など当院のホームページにアップロードされていま
すので、ご興味のある方はどうぞアクセスしてみてください。

「治験」という言葉を
ご存知ですか ?

シリーズ
病気の

Q & A

薬剤部 部長 　大田　博子

ち け ん
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　現在、日本人の約２５％が花粉症だと言われています。花粉症とは、スギやヒノキなどの植物の花粉
が原因となって、くしゃみ・鼻水などのアレルギー症状を起こす病気です。季節性アレルギー性鼻炎と
も呼ばれています。
くしゃみに鼻水、目のかゆみ。頭がボーっとしたり、イライラしたり…。花粉症の季節が近づくと、憂
鬱な気分になる人も多いはずです。春を楽しくすごすために、予防と対策をしっかり行いましょう。

〈ふだんの予防法〉
　花粉アレルギーの症状を防ぐポイントは、アレルギーの原因物質である花粉への接触を避けることに
あります。日常生活では次のような点に気をつけましょう。

〈薬は早めが肝心〉
　花粉症の薬物治療をするにあたってはポイントがあります。内服薬は、シーズンに入って症状が重くなってか
ら服用するのではなく、症状の出る少し前から飲み始めると効果的です。例えば、症状の出現を遅らせたり、
飛散量の多い時期の症状を軽くできたり、併用する薬の量や使用回数を少なくできます。
ただし、薬の効果には個人差があります。医師や薬剤師に相談してから使用して下さい。

〈点鼻薬の使い方〉
　花粉症のお薬は、内服薬・点眼薬・点鼻薬などたくさんありますが、今回は点鼻薬の一般
的な使い方を紹介します。薬によっては使用方法が異なる場合があるため、必ずそれぞれの
薬に付いている説明書を読んでから使用して下さい。
①鼻の通りをよくするために軽く鼻をかんで下さい。
②手をよく洗って下さい。
③片方の鼻孔をふさぎ、他方の鼻孔内に容器の先を入れ、滴下、又は息を軽く吸いながら噴

霧して下さい。 
④滴下・噴霧後は薬液を鼻の奥まで広く行き渡らせるため、頭を後ろに傾けた状態で数秒間

鼻で静かに呼吸して下さい。
⑤使用後は容器の先端をきれいにふき、キャップをして下さい。
　必ず医師の指示に従い、１回の使用量、１日の使用回数、使用日数を守って下さい。

もはや国民病と言われている花粉症ですが、セルフケアもきちんと行い症状を緩和しましょう。
積極的に自分でできることに取り組み、つらいシーズンを乗り切りましょう。

☆花粉情報をチェック
　テレビやインターネットで気象情報・花粉情報を入手しましょう。
　花粉が多く飛散する日とは・・・
　　①天気が晴れまたは曇り　　　②最高気温が高い
　　③湿度が低い　　　　　　　　④前日が雨
　　⑤やや強い南風が吹き、その後北風に変化したとき　（日本気象協会作成）
☆外出は慎重に
　外出は控えめにし、外出時は

マスク、帽子、めがねカバー、
ゴーグルなどを着用する。目
の細かい生地のコートなど、
花粉が付着しにくい衣類を身
につけましょう。

☆玄関でシャットアウト
　家に入るときは、衣類の花粉をは

らい、花粉を家に持ち込まないよ
うにしましょう。

　ドアや窓を閉めましょう。

☆外出したら洗顔、うがい、
　鼻をかむ
　体についた花粉はきちんと
　洗い流しましょう。

☆洗濯物、布団にも注意を
　外で干した布団や洗濯物には花粉がつくので、
　取り込む前によくはらいましょう。

だ よ りだ よ り
花粉症について




